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  研究所の概要 

 

Smart System Laboratoryは、ソフトウェアとハードウェアを組み

合わせ、人や環境を的確にセンシングするとともに、データの分析・

学習により効果的なシステムやサービスを実現します。 

多くのシステムやサービスは人や環境を対象に実現されています。本

研究所では、まず、人や環境からデータを抽出するための様々なセン

シング技術を実現します。ハードウェア技術により必要なセンサーは

独自に開発し、ソフトウェア技術により処理を行います。次に、セン

サーにより集めたデータを、機械学習をはじめとした各種学習手法を

用いて、人の振る舞いの認識や、環境の認識を行います。最後に、こ

うした2つの技術的な手法にデザイン思考を組み合わせ、プロトタイ

ピングを繰り返しながら、IoTやAIをはじめ、AR・VR、情報視覚化、遠隔コミュニケーション、ロボット

やメディアアートなど実践的なサービスやシステムの実現につなげていきます。 

 

  令和5年度の実施項目  

 

令和5年度は、研究員が情報交換や共有を行いながら、ソフトウェアとハードウェアを連携させたシステム

や、クラウドやAIを連携させたシステムを構築するとともに、引き続き学会等で研究成果を積極的にアピー

ルしていきたい。 

 

令和4年度の研究活動内容及び成果 

 

 令和4年度の研究成果としては、ネットワークコミュニケーション、IoTや、メカトロニクスに関連するシ

ステムの研究開発を進めた。令和4年度もコロナ禍の影響もあり、研究員それぞれの活動が中心となった。ま

た、研究成果リストを添付する。国際学会6編（アクセプト1編を含む）、国内学会3編（アクセプト2編を

含む）、紀要3編となった。 

飛田は、VRやAR関連のシステムに関する研究の発表（国際会議発表（3）、本学紀要）をするとともに、

国内企業との間で受託研究を行なった。特に、令和4年度から、新たに深層学習を取り入れたシステムのデザ

インやプロトタイピングを行った。張は、国際会議で発表（2）を発表するとともに、外部資金を獲得した。

内山、近藤は、メカトロニクスのプロトタイピング、プロダクトデザインに関する知見を得るために活動を継

続し、学会（国際学会発表（1）、アクセプト（1）、国内学会発表（1））、本学紀要を通して、将来的に本ラボ

で必要となるプロダクトデザイン開発力、プロトタイピング技術を高めた。 
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